
8 月 3 日から本講座の入門編を修了した受

講生を対象に、手話奉仕員養成講座（基礎編）

を開催しています。

更なるレベルアップのため、受講生のみな

さんは熱心に受講しています。
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７月２３日、２４日の２日間、延べ

９９人のボランティアの方にご協力を

頂きました。

祭りに来られていた方ともふれあ

い、楽しみながら清掃活動を行いまし

た。

８月２７日三国町浜地海水浴

場にて、雄島まち協主催の海岸清

掃がおこなわれました。

ボランティアセンターからも、

子どもから大人まで 100 名以上

の方が参加しました。

３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
今
回
の
震
災
は
被
災
地
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を

一
瞬
に
し
て
奪
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
被
災
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
坂
井
市
に
住
む
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
。
」

坂
井
市
内
で
も
、
た
く
さ
ん
の
方
が
被
災
地
の
支
援
や
震
災
を
教
訓
に
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

被災地へ支援物資をおく

りました！

「地域の絆～すべての命を大切にしよう～」をテーマに

地震体験車や、非常食体験など、災害や命の大切さにつ

いて考えました！

「心に夢と希望と元気を」をテーマに辻 保恵氏

に講演を頂きました。また、ボランティア活動者が

集まり、東日大震災をテーマに交流を行いました。



平成 2３年度の坂井市社協ボランティア・市民活動センターの登録を始めます。

坂井市社協ボランティア・市民活動センターでは、坂井市内のボランティア団体や市民活動団体の活動が活発に

なるように

① ボランティアをしたい人としてほしい人をつなげる

② 登録ボランティアのみなさまの交流の場づくり

③ 各種ボランティア講座の開催

             などなど、さまざまな事業を行っています。

ぜひ、みなさま登録更新の手続きをお忘れなく！！

もちろん、新規ボランティア登録も随時募集しています！！

「こんなボランティアセンターだったらいいなぁ」を形にして、

実現していく為、ボランティアセンターでは本年度活動計画を策定

しています。

先日、各登録団体に協力いただき、開催した「ボランティア座談

会」の様子を一部報告します。

12
月
4
日
に

丸
岡
総
合
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー

い
き
い
き
プ
ラ
ザ

霞
の
郷

に
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー2

0
1

1

を

開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
う
け
、
み
ん
な
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
坂
井
市
を
目
指
し
て
、

「
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
支
え
あ
う
地
域

づ
く
り
」
の
た
め
に
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」
、「
地
域
ぐ
る
み
の
福
祉
共
育
（
教
育
）
」

に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
た
。

●

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
の
声

・
地
域
の
大
人
が
ま
ず
子
ど
も
に
見
本
と
な
る

姿
を
見
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

（
春
江
東
部
福
祉
教
育
推
進
委
員
会

吉
田

弘
治
氏
）

・
ま
ず
自
分
た
ち
、
地
域
の
足
元
を
固
め
る

活
動
を
し
て
い
き
た
い
。
地
域
で
楽
し
ん
で

活
動
を
行
い
、
地
域
を
好
き
に
な
っ
て
い
き

た
い
。

（
丸
岡

城
の
ま
ち
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

南
川

直
人
氏
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
を
始
め
と
す
る

地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
活
動

を
し
、

○ふ
だ
ん
の

○く
ら
し
の

○し
あ
わ
せ

づ
く
り
（
ふ
く
し
）
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

（
坂
井
市
社
会
福
祉
協
議
会

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

花
房

繁
永
）

お問い合わせ先

坂井市社協ボランティア・市民活動センター 事務局 http://www.sakaicityshakyo.jp/

坂井市丸岡町八ヶ郷２１－７－１  

℡ ６８－5070  FAX６７－2950

  私たちは、子どもたちに自分たちのまちのすてきな所を伝えられているだろう

か。活動者の話を聞き、自分のまちが好きである私たちが楽しそうに活動をする姿

を見せることでみんなが仲間に入りたいと思うのではないか、その姿が仲間を呼ぶ

のではないかということを改めて感じました。

真のボランティアは、自分がボランティアをしていることを気づいていない。

ボランティアとは、そのときに自分ができることを、無理をしないで行うこと。

しかし、この世界に一度入ると仲間もできるし、つながりもできる、毎日がとて

も楽しくなると思います。

これからも新しいつながりを作りながら、楽しんで活動を続けていってください。

パネリスト

右から 花房繁永、南川直人氏、吉田弘治氏

講 師

中部学院短期大学部

准教授 大井 智香子氏

みんなの声

●ボランティア活動を始めたいが、相談する場所が

わからない。

●講座をしても活動する場所がわからない。

●会員の高齢化が進んでいる。

●気軽に活動者同士が集まり、情報交換をしたい。

●地域に福祉の活動者がもっと増えてほしい。

●若い人にも福祉にもっと興味をもってほしい。

⇒解決（案）

  ボランティア活動メニューの提示。団体活動の PR.

  身近な地域での人材育成講座の開催などなど。


